
清
代
に
お
け
る
蹄
布
業
の
経
管
形
態

一
、
は
し
が
き

二
、
包
頭
の
機
能

川
端
布
請
負
の
濁
占

ω
生
産
手
段
と
職
人
の
生
活
資
料
の
準
備

ω
端
布
職
人
の
掌
握
(
以
上
前
腕
)

三
、
綿
布
職
人
の
性
格

四
、
布
商
と
蹴
布
業

五
、
あ
と
が
き

端
布
職
人
の
性
格

蹄
布
作
業
に
従
事
す
る
職
人
は
「
蹄
工
」

「蹴
匠
L

、

「碍
匠
」
、

「
鵬
匠
」
な
ど
と
呼
ば
れ
た
。
議
正
八
年
の
李
街
の
上
奏
(
史
料
一
)
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に
よ
れ
ば
、
蘇
州
の
蹴
布
職
人
は
一
蔦
九
百
徐
人
い
た
。
薙
正
元
年

の
胡
鳳
牽
の
上
奏
(
「
薙
正
株
批
論
旨
」
)
で
は
「
総
計
約
二
寓
徐
人
」

同

と
の
べ
て
い
る
。
他
の
史
料
で
も
、
「
匠
以
数
世
間
計
」
と
か
「
所
用

(
下
)

横

山

英

同

端
匠
盈
高
成
千
」
と
記
し
て
、
職
人
数
の
多
さ
を
報
じ
て
い
る
。
正

確
な
人
数
は
知
り
う
べ
く
も
な
い
が
、

一
高
人
以
上
二
寓
人
に
お
よ

ぶ
職
人
が
蘇
州
域
の
内
外
に
都
市
労
働
者
と
し
て
存
在
し
て

い
た
こ

Q
d
 

'Eム

と
は
確
か
で
あ
る
。

2回'-

呆れ
有ら
家の
土職
警人
主主 は
民倒 、

蘇
域
内
外
腕
匠
。f
不
下
布
陣
徐
。
均
非
土
著
。
悉
係
外
来
。

と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
土
著
の
住
民
で
は
な
く
、
他
地
方
か
ら

蘇
州
に
流
入
し
て
き
た
出
稼
ぎ
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
出
身
地
に
つ
い

国

て、

康
照
九
年
碑
刻
は
、

所
用
蹴
布
之
人
。
倶
従
江
寧
腐
燃
。
遠
来
日
工
者
甚
多
。

と
述
べ
て
い
る
。
松
江
府
の
楓
浬
の
染
色
職
人
や
蹴
布
職
人
は
す
べ

同

て
江
寧
出
身
者
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
江
寧
か
ら
の
出
稼
人
は
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蘇
州
、
松
江
な
ど
大
都
市
に
流
入
し
、
踊
布
業
に
従
事
し
た
者
が
多

か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
蘇
州
の
蹴
布
職
人
は
康
照
九
年
碑
刻

が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
江
寧
出
身
者
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
務
正
入

年
の
李
術
の
上
奏
で
は
、

皆
江
南
江
北
各
豚
之
人
。
遁
相
伴
授
。
牽
引
而
来
。

と
の

ベ
、
同
じ
「
薙
正
株
批
論
旨
」
に
見
え
る
胡
鳳
登
の
上
奏
(
務

正
元
年
)
は
、

叉
有
染
坊
蹴
布
工
匠
。
倶
係
江
寧
・
太
卒
・
寧
国
人
民
。

と
指
摘
し
て
い
る
。
臨
布
業
は
、
江
寧
、
太
卒
、
寧
園
な
ど
、
江
蘇

省
と
安
徽
省
の
蘇
州
に
か
な
り
近
い
農
村
地
帯
か
ら
流
入
し
た
労
働

力
そ
吸
牧
し
た
の
で
あ
り
、
農
村
か
ら
析
出
さ
れ
た
過
剰
労
働
力
が

都
市
の
新
興
産
業
の
下
に
蚊
枚
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

鵬
布
作
業
は
重
さ
千
斤
飴
り
の
凹
字
形
の
大
石
を
足
で
時
ろ
が
す

と
い
う
軍
純
な
労
働
で
あ
る
の
で

(
「
木
棉
譜
」
)
、
農
村
か
ら
流
入

し
た
不
熟
練
労
働
力
で
す
ぐ
就
業
で
き
た
。
ま
た
、
就
業
篠
件
か
ら

い
っ
て
も
、
先
述
の
よ
う
な
包
頭
制
の
下
で
は
ル
ー
ズ
で
あ
っ
て

就
業
し
易
す
か
っ
た
。
そ
の
上
、
親
方
に
笛
る
包
頭
は
住
居
と
食
事

を
前
貸
し
す
る
の
で
、
裸
一
貫
の
他
園
者
が
飯
に
あ
り
つ
く
準
備
が

整
っ
て
い
た
。
他
方
、
包
頭
の
立
場
か
ら
は
、
単
純
な
肉
樫
労
働
だ

け
が
必
要
な
の
で
あ
っ
て
、

と
り
あ
え
ず
飯
に
あ
り
つ
か
ね
ぽ
な
ら

な
い
浮
浪
労
働
力
を
招
集
す
る
こ
と
が
、
安
い
労
働
力
を
獲
得
す
る

た
め
に
有
利
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
蹴
布
業
は
不
安
定
な
註
文
加
工
で

あ
っ
た
の
で
、
註
文
が
殺
到
し
た
時
に
は
連
績
的
な
重
労
働、

註
文

が
な
い
時
に
は
全
く
の
遊
休
、
と
い
う
労
働
の
断
績
が
お
こ
る
わ
け

で

こ
の
よ
う
な
作
業
に
労
働
力
を
プ
ー
ル
し
て
お
く
に
は
、
浮
浪

労
働
力
な
い
し
は
半
失
業
労
働
力
が
好
都
合
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
先
に
述
べ
た
不
安
定
な
包
頭
制
は
、
恐
ら
く
、
こ
の
よ
う

な
蹴
布
作
業
の
技
術
上
の
特
性
と
、
就
業
の
不
定
性
に
基
い
て
形
成
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さ
れ
、
縫
績
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

蹄
布
職
人
の
出
身
地
は
、
寧
園

太
卒

江
準
の
諸
鯨
下
か
ら
で

あ
っ
た
が
、

そ
れ
ら
の
地
方
の
中
で
も
地
域
性
が
あ
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
先
に
引
用
し
た
李
術
の
上
奏
で
「
遁
相
停
授
。
牽
引
而

米
」
と
の
べ
て
い
る
貼
か
ら
み
る
と
、
特
定
地
域
か
ら
ツ
テ
を
た
ど

っ
て
次
々
と
蘇
州
の
臨
布
業
に
到
来
し
・
た
の
で
あ
ろ
う
。
康
照
四

O

同

年
碑
刻
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
職
人
が
就
業
す
る
際
に
は
本
籍
を
登
録

す
る
だ
け
で
な
く
保
護
人
が
必
要
で
あ
っ
た
。
知
己
が
な
け
れ
ば
就

業
で
き
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
康
問
…五
九
年
碑
叫
に
は
職
人
が
自

殺
し
た
場
合
の
取
り
扱
い
を
規
定
し
て
、



或
有
投
河
自
制
自
溢
。
報
官
験
明
。
卸
着
本
匠
保
人
親
属
領
館
郷
里
。

と
記
し
て
い
る
。
即
ち
、
自
殺
者
は
保
謹
人
ま
た
は
親
属
が
受
け
取

っ
て
郷
里
に
も
ち
踊
る
わ
け
で
、
こ
の
保
護
人
ま
た
は
親
腐
は
同
郷

出
身
者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特
定
地
域
か
ら
逐
衣
あ
い
侍
え

て
端
布
業
に
流
入
す
れ
ば
、
職
人
相
五
聞
に
は
同
郷
的
ま
た
は
血
縁

的
関
係
が
存
在
し
、
新
し
い
労
働
力
の
補
充
も
そ
の
閥
係
に
基
い
て

行
わ
れ
た
。
値
上
げ
手
議
な
ど
で
、
職
人
は
強
固
な
圏
結
を
示
す
の

で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
周
期
的
、
血
縁
的
関
係
が
相
互
の
組
帯
と

し
て
強
く
作
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

蹄
布
職
人
の
雇
傭
関
係
に
つ
い
て
、
史
料
の
い
く
つ
か
は
、

、

同

至
於
染
腕
二
匠
。
供
係
后
家
健
用
之
人
。制

里
中
多
布
局
。
局
中
所
雇
染
匠
碕
匠
:
・
:
。

と
の
ベ
て
、
職
人
が
布
商
ま
た
は
包
頭
に
雇
傭
さ
れ
た
労
働
者
で
あ

る
か
の
速
断
を
ひ
き
お
こ
し
易
い
表
現
を
用
い
て
い
る
。
職
人
が
布

商
と
直
接
的
な
雇
傭
関
係
に
な
い
と
と
は
第
一
項
で
の
べ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
加
工
賃
の
支
梯
い
形
態
か
ら
考
え
る
と
、
包
頭
と
の
聞

に
も
資
本
家
的
な
雇
傭
閥
係
が
成
立
し
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
す

る
。
普
通
の
雇
傭
閥
係
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
包
頭
が
布
商
に
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封
し
て
請
負
人
の
立
場
を
と
っ
た
と
し
て
も
、
包
頭
と
職
人
と
の
聞

に
は
相
互
の
契
約
に
基
い
た
経
済
開
係
が
成
立
し
、
賃
銀
は
包
頭
が

自
己
資
本
の
中
か
ら
流
動
資
本
と
し
て
支
出
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
臨
布
業
の
場
合
は
、
時
代
に
よ
っ
て
加
工
賃
の
額
は
異
る

一
疋
に
つ
い
て
の
加
工
賃
は
官
憲
の
政
令
に
よ
っ
て
決

け
れ
ど
も

定
さ
れ
て
い
た
の
み
な
ら
ず
、
規
定
の
加
工
賃
の
全
額
は
、
布
商
か

悼

ら
包
頭
を
経
由
し
て
支
曲
さ
れ
た
。
康
問
…九
年
碑
刻
に
は
「
作
頭
」

の
権
利
と
義
務
に
つ
い
て
記
し
た
直
後
(
史
料
二
所
引
)
、

至
子
端
布
工
債
。
照
沓
例
徳
匹
紋
銀
萱
分
萱
厘
。
雨
不
相
麟
。
庖
家
無
容

短
少
。
工
匠
不
許
多
働
。
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と
述
べ
て
い
る
が
、
規
定
の
加
工
賃
毎
疋
紋
銀
童
分
壷
厘
を
加
不
足

な
く
支
梯
う
こ
と
を
、

「
作
頭
」
に
で
は
な
く
て

「
庖
家
」
に
要

請
し
て
い
る
。
こ
の
と
と
は
、
加
工
賃
の
支
梯
い
者
が
包
頭
で
は
な

く
、
布
商
で
あ
っ
た
こ
と
を
謹
明
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
賃
銀
支

掛
い
の
方
法
は
、
清
代
を
通
じ
て
嬰
化
し
な
か
っ
た
。
康
照
五
九
年

に
は
米
債
の
高
騰
の
た
め
、
加
平
賃
に
米
債
の
高
低
を
基
準
と
し
た

特
別
手
首
支
給
の
規
定
を
衣
の
よ
う
に
設
け
こ
れ
を
「
措
助
」
と
稽

倒

し
た
。

工
債
奉
各
態
定
例
。
毎
匹
一
分
一
厘
三
事
。
米
慎
一
雨
五
銭
。毎
千
匹
加
銀

二
銭
四
分
。
米
債
一
雨
二
銭
則
止
。
商
庖
毎
雨
摘
銀
五
箆
。
永
潟
定
例
。
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こ
の
場
合
、
米
債
の
騰
貴
に
臨
じ
て
臨
時
に
増
額
支
給
す
る
特
別
加

工
賃
は

「
商
庖
」
が
支
排
う
べ
き
「
掴
助
」
で
あ
っ
た
。
規
定
の

加
工
賃
を
「
商
屈
」
が
支
梯
う
の
で
あ
る
か
ら

「
摘
助
」
も
ま
た

商
庖
が
支
排
-
つ
の
が
笛
然
で
あ
る
。
ま
た
、
乾
隆
六
O
年
に
は
、
職

品
叫

人
へ
の
加
工
賃
支
排
い
の
方
法
に
饗
化
が
あ
つ
わ
。
そ
れ
は
、

嗣
後
各
布
抗
。
概
以
陳
卒
九
八
免
九
六
色
銀
設
坊
。
坊
戸
毎
雨
給
九
銭
五

分
。
徐
銀
五
分
。
留
箆
添
備
家
伏
之
用
。

と
い
う
規
定
で
あ
っ
て
、
職
人
が
銀
で
支
排
い
を
受
け
自
分
で
銭
に

免
換
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
に
訴
え
た
時
の
解
決
規
定

で
あ
る
。
銀
一
雨
に
つ
き
銀
五
分
は
包
頭
の
手
許
に
留
め
置
く
(
そ

れ
は
包
頭
へ
の
手
首
で
は
な
く
、
職
人
の
包
顕
に
支
梯
う
べ
き
「
家

伏
之
用
」
の
代
金
と
し
て
〉
こ
と
に
な
っ
た
が
、
職
人
の
要
求
が
認

め
ら
れ
て
、
職
人
が
受
け
と
る
加
工
賃
は

「
陳
卒
九
八
免
九
六
色

銀
」
で
布
商
か
ら
包
頭
を
通
じ
て
職
人
に
渡
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
も
、
加
工
賃
は
布
商
か
ら
支
排
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明

包
頭
は
仲
介
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
加
工
賃
銀
の
支
掛
い
原
則
か
ら
見
れ
ば
、
布
商
は

蹴
布
の
註
文
主
で
あ
り
、
包
頭
は
そ
れ
を
請
負
っ
て
職
人
に
仲
介
す

る
と
い
う
立
場
に
あ
り
、
職
人
は
決
し
て
布
商
に
も
包
頭
に
も
麗
傭

ら
か
で
、

さ
れ
て
い
る
賃
銀
労
働
者
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
意
味
で
は
、職
人
は

一
個
の
形
式
的
に
濁
立
し
た
手
工
業
者
と
し
て
の
規
定
そ
受
け
と
っ

て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
完
全
な
意
味
で
の
濁
立
手
工
業
者
の
規

定
を
輿
え
う
る
も
の
で
は
な
い
。
包
頭
は
仕
事
場
と
一
切
の
生
活
手

段
を
準
備
し
て
端
布
業
に
投
入
し
だ
わ
け
で
、
包
頭
は
労
働
力
の
組

織
者
で
あ
り
、
同
時
に
、
グ
」

の
労
働
力
を
努
働
手
段
と
生
産
資
材
に

結
合
さ
し
て
、
開
布
業
そ
の
も
の
を
組
織
し
た
仲
介
入
で
あ
っ
た
。

そ
れ
故
に
、
職
人
は
包
頭
と
の
聞
に
雇
傭
閥
係
は
な
か
っ
た
け
れ
ど

も
、
生
産

・
生
活
の
南
面
に
お
い
て
全
く
包
頭
に
依
存
し
、
事
質
上

の，向。，“

は
包
頭
に
従
属
し
た
地
位
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の

場
合
、
固
定
的
な
雇
傭
閥
係
が
紋
如
し
て
い
た
こ
と
が
、
職
人
の
包

頭
に
謝
す
る
依
存
度
を
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た

職
人
を
拘
束
し
た
の
は
、
事
質
上
の
支
配
力
を
も
っ
て
い
た
旬
頭

だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

布
商
お
よ
び
官
憲
か
ら
も
強
い
規
制
力
が
加

え
ら
れ
た
。
康
照
九
年
に
職
人
は
加
工
賃
の
増
額
を
布
商
に
要
求
し

た
ゼ
ネ
ス
ト
に
突
入
し
た
。

ス
ト
ラ
イ
キ
は
官
憲
の
弾
墜
に
よ
っ
て

鎮
座
さ
れ
、
加
工
賃
に
つ

い
て
「
其
蹄
布
工
値
。
照
替
例
毎
匹
紋
銀

萱
分
萱
匡
」
と
決
定
が
下
さ
れ
、
布
商
の
連
名
に
よ
っ
て
碑
刻
が
建

立
さ
れ
た
。
こ
れ
以
前
、

い
つ
頃
か
ら
加
工
賃
が
官
憲
に
よ
っ
て
決



定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
は
史
料
上
判
明
し
な
い
が
、
康
照
九

年
の
こ
の
記
録
以
後
、
加
工
賃
は
清
末
同
治
年
閉
ま
で
引
き
績
い
て

官
憲
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
布
商
の
要
求
に
基
い
て
、
{
呂

憲
が
権
力
を
震
動
し
た
も
の
で
、
職
人
は
度
々
値
上
げ
字
議
に
訴
え

て
、
少
し
づ
つ
で
は
あ
る
が
加
工
賃
の
櫓
額
を
か
ち
と
る
が
、

そ
の

場
合
、
例
外
な
く
布
商
の
建
議
に
基
い
て
官
憲
が
規
定
し
、
布
商
お

よ
び
職
人
の
雨
者
に
謝
し
て
巌
重
に
遵
守
す
る
よ
う
命
じ
た
。
布
商

は
加
工
賃
の
値
上
げ
を
防
ぐ
た
め
官
憲
の
権
力
を
援
用
し
、
利
益
を

擁
護
し
た
の
で
あ
る
。
包
頭
へ
の
生
活
費
の
支
掛
川
町
ち
、
職
人

一
入
賞
り
月
三
銭
六
分
も
、
加
工
賃
同
様
に
官
憲
に
よ
っ
て
規
定
さ

同

れ
た
。
康
照
四

O
年
碑
刻
は
「
工
債
有
例
。
食
用
有
篠
」
と
の
ベ
「
工

債
火
食
。
悉
照
替
議
。
不
許
包
頭
多
克
」
と
遵
守
を
命
じ
て
い
る
。

包
頭
が
毎
月
徴
牧
す
る
職
人
の
生
活
費
は
、
職
人
の
加
工
賃
牧
入
と

直
接
関
係
を
も
っ
て
い
る
も
の
で
、
布
商
は
加
工
賃
を
規
定
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
職
人
の
牧
入
を
規
制
し
、
生
活
費
を
規
定
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
包
頭
を
規
制
し
、
政
治
支
配
の
機
構
を
通
じ
て
系
統
的
に
布

商
の
利
盆
を
擁
護
し
た
の
で
あ
る
。

他
方
、
官
憲
は
値
上
げ
を
要
求
す
る
職
人
の
閤
結
、
罷
業
行
篤
を
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治
安
維
持
の
名
目
の
下
に
弾
墜
し
、
そ
れ
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め

帥

に
恒
常
的
な
弾
塵
瞳
制
を
つ
く
り
あ
げ
た
。
康
照
四

O
年
に
包
頭
を

「
甲
」
に
編
成
し
、
包
頭
十
家
を
一
甲
と
し
て
連
帯
責
任
を
も
た

せ
、
そ
の
中
か
ら
坊
長
を
選
出
し
て
甲
を
管
轄
さ
せ
た
。
職
人
は
本

籍
、
保
詮
人
を
登
録
し
、

就
業
開
始
と
離
職
時
と
を
巌
密
に
記
録
さ

れ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
蘇
州
城
の
守
畿
を
総
巡
と
し
、
こ
れ
に
夜
間

の
警
戒
を
行
わ
せ
た
。
績
い
て
康
照
五
九
年
に
は
「
坊
線
制
」
に
き

り
か
え
、
監
理
機
構
を
整
備
し
、
職
人
は
五
人
組
(
「
互
保
」
)
を
編

成
さ
せ
ら
れ
、
連
坐
制
が
し
か
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
職
人
は

日
常
生
活
の
全
面
に
至
る
ま
で
官
憲
の
監
視
下
に
お
か
れ
た
の
で
あ

- 23一

る
。
そ
の
根
本
的
な
狙
い
が
、
値
上
げ
字
議
の
大
衆
行
動
を
防
止
す

る
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
か
で
、
こ
の
規
定
の
最
後
の
傑
に
は

「
工
債
各
憲
定
例
。
:
:
:
永
篤
定
例
。
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

務
正
年
代
の
記
録
は
、
先
述
の

「
碑
刻
集
」
所
牧
史
料
が
専
ら
賃

上
げ
防
止
の
観
鮎
か
ら
職
人
強
墜
を
問
題
に
し
た
の
と
異
っ
て
、
す

ベ
て
別
の
観
鮎
、
即
ち
、
刑
事
犯
防
止
そ
れ
自
瞳
の
観
鮎
か
ら
職
人

の
取
り
締
り
を
問
題
に
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
薙
正
年
代
の
史
料
が

す
べ
て
「
嘉
正
株
批
議
旨
」
に
枚
録
さ
れ
た
地
方
官
の
上
奏
で
あ
る

た
め
で
も
あ
る
が
、
高
を
こ
え
る
職
人
集
闘
の
中
に
は
官
憲
の
警
戒

心
を
ひ
き
お
こ
さ
す
連
中
が
い
た
こ
と
も
事
貰
の
よ
う
で
あ
る
。
羅
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正
元
年
の
胡
胤
愛
の
上
奏
に
は
「
凡
遇
盗
築
設
覚
。
常
有
蹄
匠
在
内
」

と
述
べ
、
同
年
の
伺
天
培
、
薙
正
七
、

入
雨
年
の
李
術
の

上
奏
も
、

同
じ
翻
貼
か
ら
、
蹴
坊
を
犯
罪
者
の
巣
窟
と
見
な
し
て
い
る
。
康
岡
山

凶

四
O
年
碑
刻
に
も
「
今
之
殺
命
抵
命
者
。
無
一
非
端
匠
」
と
論
断
し

て
い
る
。
附
布
職
人
が
潜
在
的
犯
罪
人
と
し
て
に
ら
ま
れ
た
の
は
、

問
中
に
賃
上
げ
の
集
園
行
動
に
訴
え
る
と
い
う
こ
と
の
た
め
の
み
な
ら

ず
、
殺
人
、
窃
盗
な
ど
の
護
源
地
、
あ
る
い
は
犯
罪
人
の
潜
伏
場
所

と
な
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
史
料
は
、
蹄
布
職
人
が
笛
戸
を
掠
奪
し

ょ
う
と
し
て
未
途
に
終
っ
た
康
照
六

一
年
の
事
件
、
薙
正
元
年
に
職

人
の
縫
膏
公
ら
が
「
糾
集
拝
把
尚
諜
約
曾
」
し
て
倉
庫
の
掠
奪
を
計

し

包
頭
の
密
告
に
よ
っ
て
事
前
に
探
知
さ
れ
た
事
件
、
更
に
、

薙
正
七
年
に
幾
繭
集
ら
二
二
人
が
「
奔
把
結
盟
杷
紳
飲
酒
」
し
た
事

件
を
報
じ
て
い
る
。
発
正
元
年
の
事
件
は
未
途
で
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
三
五
人
が
逮
捕
さ
れ
、
そ
の
う
ち
一
三
人
が
死
刑
に
鹿
せ
ら

れ
た
。
ま
た
、
松
江
府
の
楓
浬
に

つ
い
て
は

「
楓
浬
小
志
」

一
O
、
拾
遺
)
所
引
の
「
天
肥
録
」
は

里
中
多
布
局
。
局
中
所
願
染
匠
碕
匠
。
皆
江
煙
人
。
往
来
成
群
。
擾曹
宙開

里
。
民
受
其
累
。
積
憐
不
可
遁
ω

糾
集
欽
E
費
。
閉
里
門
水
柵
。
設
計
償

殺
。
死
者
数
百
人
。

と
、
市
民
と
蹄
布
職
人
と
の
大
規
模
な
衝
突
事
件
を
掲
げ
て
い
る
。

李
衡
の
上
奏
が
「
因
其
勢
衆
合
姦
良
不
一
ー
」
と
認
め
て
い
る
よ
う

に
、
す
べ
て
の
職
人
が
そ
う
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
職
人
居

の
存
在
形
態
か
ら
考
え
れ
ば
、
犯
罪
の
温
床
に
な
り
易
い
候
件
を
端

布
業
は
備
え
て
い
た
こ
と
も
、
十
分
挺
察
で
き
る
。
従
っ
て
、
犯
罪

珠
防
の
観
貼
か
ら
職
人
封
策
を
官
憲
が
賞
、施
す
る
理
由
わ
も
あ
っ
た
。

こ
の
目
的
を
も
っ
た
本
格
的
な
取
り
締
り
機
構
の
整
備
は
薙
正
七
年

に
江
南
総
督
と
し
て
赴
任
し
た
李
術
に
よ
っ
て
着
手
さ
れ
、
康
照
五

九
年
に
長
洲
牒
と
元
和
田
肺
で
貫
施
し
た
「
坊
組
制
」
を
蘇
州
府
お
よ

- 24一

び
松
江
府
に
貫
施
し
て
、
統

一
的

・
全
般
的
な
取
り
締
り
髄
制
が
発

同

正
九
年
に
質
施
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
官
僚
機
構
も
整
備
さ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
こ
で
驚
奥
に
値
す
る
の
は
、
以
上
の
よ
う
に
職
人
は

官
憲
、
布
』
尚
、
包
頭
に
よ
っ
て
、
が
ん
じ
が
ら
め
に
規
制
さ
れ
て
い

" 怠

非
常
に
し
ば
し
ば
賃
上
げ
手
議
を
お
こ
し

同

て
、
最
低
生
活
を
守
っ
て
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

た
に
も
か
か
わ
ら
ず

「
碑
刻
集
」
所
枚

の
康
照
九
年
か
ら
乾
隆
四
四
年
に
至
る
七
種
の
碑
刻
は

い
づ
れ
も

そ
の
宇
識
の
枚
拾
の
た
め
出
さ
れ
た
政
令
で
あ
る
。
職
人
が
無

一
物

の
無
産
労
働
者
で
あ
っ
た
と
い
う
階
級
的
な
存
在
形
態
を
基
底
と

し
、
同
郷
的
ま
た
は
血
縁
的
紐
州
市
に
よ
る
仲
間
的
結
合
と
、
集
合
的



な
生
活

・
労
働
形
態
と
を
圏
結
の
契
機
と
し
て
、
強
固
な
仲
間
的
結

合
を
組
織
し
え
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四

布
商
と
蹴
布
業

踊
布
工
程
は
棉
布
生
産
の
仕
上
げ
工
程
中
の
最
終
段
階
で
あ
っ

て
、
棉
業
が
一
定
の
段
階
に
達
し
て
品
質
の
向
上
が
要
求
さ
れ
た
結

果
、
新
し
く
添
加
さ
れ
た
作
業
過
程
で
あ
る
。
明
清
代
の
史
料
は
、

踊
布
の
目
的
と
し
て
、
布
目
(
鰻
〉
を
ひ
き
し
め
る
ζ

と
に
よ
っ
て

布
質
を
強
く
す
る
(
「
天
工
開
物
」
、
岩
上
、
乃
服
、
布
衣
)
こ
と

お
よ
び
、
布
地
を
薄
く
し
で
同
時
に
光
調
停
を
出
す
こ
と
(
「
木
棉
譜
」
)

を
あ
げ
、
棉
布
の
耐
久
力
の
増
加
と
品
質
の
向
上
と
を
強
調
し
て
い

る
。
特
に
「
木
棉
譜
」
は
、
開
布
作
業
を
施
し
た
棉
布
は
西
北
地
方

の
乾
燥
地
得
で
は
、
布
目
が
緊
密
な
た
め
砂
土
の
附
着
を
避
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
、
そ
の
貫
用
的
な
数
果
を
指
摘
し
て
い
る
。

し
か
し
、
蹄
布
過
程
は
こ
の
よ
う
な
賞
用
的
な
慣
値
を
附
加
す
る

こ
と
が
重
要
な
目
的
で
は
な
い
。
卸
ち
、

E
石
に
よ
っ
て
塵
力
を
か

け
、
叉
、
座
力
と
回
轄
に
よ
っ
て
一
定
の
熱
度
を
棉
布
に
輿
え
る
端

布
加
工
は
、
簡
箪
に
い
え
ば
ア
イ

ロ
ン
・
プ
レ
ス
で
あ
っ
て
、
今
日
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の
機
械
制
棉
布
製
造
に
お
い
て
サ
イ
ジ
ン
グ

・
マ
シ
ン
に
よ
っ
て
行

わ
れ
る
整
備
工
程
と
同
様
の
原
理
で
あ
る
。
こ
の
マ
シ
ン
は
、
熱
風

を
棉
布
に
加
え

ロ
ー
ラ
ー
に
よ
っ
て
プ
レ
ス
す
る
機
械
で
あ
っ

て
、
そ
の
目
的
は
、

い
わ
ゆ
る

「
出
自
を
つ
け
る
」
こ
と
で
あ
る
。

一
定
の
規
格
に
合
致

即
ち
、
棉
布
の
シ
ワ
を
の
ば
し
、
緊
張
さ
せ
、

し
た
巾
と
長
さ
を
作
り
出
す
。
こ
の
工
程
の
主
目
的
は
あ
く
ま
で
整

備

・
仕
上
げ
工
程
で
あ
っ
て
、
布
質
の
強
化
を
添
加
す
る
貫
用
的
な

意
味
が
主
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
仕
上
げ
技
術
の
向
上
は
、
棉
業
の
商
品
生
産
と
し
て

の
庚
範
な
護
展
を
基
礎
と
し
、
更
に
棉
布
の
大
量
の
、
か
っ
、
賢
い

地
域
に
亘
る
流
通
を
前
提
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
棉
布

の
集
散
地
に
お
け
る
布
商
の
護
展
と
密
接
な
閥
連
を
も
っ
て
い
た
。

ph
υ
 

の
L

「
嘉
正
株
批
論
旨
」
所
牧
の
何
天
培
の
上
奏
(
羅
正
元
年
五
月
二

四
日
〉
の
中
で
は
、
蘇
州
で
は
各
省
の
商
人
に
販
買
す
る
棉
布
は
必

ず
染
色
と
端
布
し
た
後
に
運
び
去
ら
れ
る
と
述
べ
て
お
り
、
同
番
所

政
の
李
衡
の
上
奏
(
薙
正
八
年
七
月
二
五
日
)
と
「
皇
朝
文
献
一
通
考
」

(
省
三
二
、
職
役
考
三
〉
は
、
蘇
州
か
ら
各
省
に
販
運
さ
れ
る
「
青

藍
布
疋
」
は
染
色
と
蹄
布
を
蘇
州
で
行
う
と
述
べ
で
い
る
。
臨
布
業

は
蘇
州
の
み
な
ら
ず
、
松
江
府
の
楓
浬
、
株
浬
、
あ
る
い
は
嘉
定
に

も
繁
楽
し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
棉
布
の
大
集
散
地
に
お
い
て
遠
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距
離
貿
易
の
商
品
と
し
て
棉
布
を
仕
上
げ
、
整
備
す
る
場
合
、
臨
布

工
程
は
不
可
献
の
加
工
過
程
に
な
っ
て
い
た
。

い
つ
頃
か
ら
開
布
業
者
が
新
し
く
登
場
し
た
か
上
限
を
一示す
史
料

は
見
出
せ
な
い
が
、
既
に
明
代
よ
り
蹴
布
技
術
が
あ
り
、
棉
布
集
散

地
で
乙
の
加
工
部
門
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。「
天
工

聞
物
」
(
谷
上
、
乃
服
、
布
衣
〉
に
、

凡
棉
布
寸
土
皆
有
。一
巾
織
造
山
間
淑
江
。
疑
染
山
間
熊
湖
。
凡
布
縦
緊
則
堅
。

綬
則
脆
。
磁
石
取
江
北
性
冷
賦
者
毎
山
保
住
者
航
十
除
金
。
石
不
毅
焼
則
観
緊
不

懸
乏
。
蕪
湖
巨
庖
首
何
佳
石
。

と
あ
っ
て
、
蕪
湖
で
は
棉
布
の
布
目
を
緊
密
に
し
て
棉
布
に
強
制
制
性

を
加
え
る
た
め
に
「
礎
石
」
を
用
い
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

端
布
の
た
め
に
用
い
る
石
は
普
通
「
蹴
石
」
と
稽
さ
れ
る
の
で
あ
る

が
、
染
色
の
た
め
に
熱
の
侍
導
性
の
弱
い
石
を
用
い
る
紘一
山
は
な
く

「
布
鰻
」
を
緊
密
な
ら
し
め
る
こ
と
は
臨
布
以
外
に
は
な
い
。
棉
布

を
蹴
布
作
業
に
出
す
こ
と
を
「
笹
猿
」
と
も
い
う
の
で
あ
っ
て
、
こ

こ
に
い
う
「
礎
石
」
は
「
蹄
石
」
と
同
様
の
蹴
布
の
た
め
の
石
に
間

違
い
な
い
。
明
代
の
蕪
湖
は
染
色
で
有
名
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
蹴

布
過
程
が
既
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

叉
、
松
江
府
で
は
明
代
よ
り
蹄
布
業
が
染
色
業
と
共
に
猫
立
し
た

産
業
部
門
と
し
て
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
史
料
に
見
出
さ
れ
る
。「消

夏
閑
記
摘
抄
」

(
谷
中
、
芙
蓉
塘
)
に

蓋
前
明
数
百
家
布
鋭
皆
在
松
江
楓
淫

・
珠
海
築
業
。
而
染
坊
・

蹴
坊
・
商

頁
悉
従
之
。

と
い
う
記
事
が
あ
り
、
楓
浬
、
株
浬
に
は
蹄
布
の
仕
事
場
と
染
色
の

仕
事
場
と
が
共
に
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
南
地
は

い
づ
れ
も
松
江

府
城
の
西
南
に
位
し
、
棉
業
の
護
展
と
共
に
新
し
く
勃
興
し
た
町
で

松
江
棉
業
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。
調
浬
に

つ
い
て
は
康
照

あ
り

初
年
以
来
染
色
職
人
と
蹄
布
職
人
(
碍
工
〉
が
い
た
こ
と
が
「
天
肥

(
楓
浬
小
志
容
一

O
、
拾
遺
所
引
)
に
も
記
さ
れ
て

い
る
。

恐
ら
く
護
生
史
的
に
は
、
臨
布
工
程
は
染
色
工
程
の
附
周
作
業
と

し
て
添
加
さ
れ
、
同
一
作
業
場
内
で
染
色
業
が
う
け
も
っ
た
も
の
と

録
L 

nh
u
 

q
L
 

思
わ
れ
る
。
先
に
引
用
し
た
「
天
工
開
物
」
の
記
事
で
は
、
蕪
湖
の

「
E
庖
」
が
蹴
布
用
の
石
を
備
え
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
染
色

業
の
本
場
で
あ
っ
た
蕪
湖
で
「

E
庖
」
と
い
う
の
は
染
色
工
場
を
指

そ
こ
に
蹄
布
工
程
が
附
属
し
て
い
た
欣
態
、
郎

す
も
の
と
思
わ
れ
、

ち
染
色
業
と
陥
布
業
と
の
未
分
離
の
欣
態
を
示
し
て
い
る
と
考
え
て同

し
か
し
、
蹴
布
業
と
染
色
業
と
は
明
末
頃
に
は
分
離

差
支
え
な
い
。

し
、
同
一
地
域
内
に
お
い
て
祉
曾
的
分
業
を
形
成
し
た
よ
う
で
あ
る
。

前
引
の
「
消
夏
閑
記
摘
抄
」
の
記
事
が
そ
れ
を
示
し
て
お
り
、
清
代



に
入
っ
て
か
ら
は
、
蘇
州
の
吠
態
が
そ
れ
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い

る
蘇
州
織
造
の
胡
鳳
登
の
上
奏
(
薙
正
株
批
論
旨
、

一雄
正
元
年
四
月

五
日
)
に
は
「
叉
有
染
坊
蹄
布
工
匠
」
と
の
ベ
、
叉

「
乾
隆
長
洲

牒
志
」

(
巻
一

O
、
風
俗
〉
で
は

「
染
布
一
業
。
遠
近
不
逗
之
徒
。

往
往
衆
而
矯
之
。
名
目
踏
布
房
。
」

と
あ
り
、

い
や
つ
れ
も
蘇
州
の
棉

布
生
産
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
れ
ら
の
記
事
か
ら

判
断
す
る
限
り
で

は
、
臨
布
業
と
染
色
業
が
分
離
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
受
け
取
ら

れ
る
。
し
か
し
、
胡
鳳
牽
の
上
奏
よ
り
も
詳
細
に
踊
布
業
に
つ
い
て

記
述
し
た
薙
正
七
年
お
よ
び
八
年
の
李
街
の
上
奏
(
い
や
つ
れ
も
「
薙

正
珠
批
論
旨
」
所
枚
)
で
は
、
踊
布
業
と
染
色
業
と
が
作
業
場
の
上

で
、
ま
た
経
営
の
上
で
結
合
し
て
い
る
こ
と
を
想
像
さ
す
記
述
は
全

同

く
な
い
。
康
照
三
十
二
年
碑
刻
に
は
、

も
し
蹄
布
職
人
が
棉
布
を
も

ち
逃
げ
し
た
場
合
に
は
責
任
は
包
頭
が
も
ち

棉
布
加
工
の
註
文

主
で
あ
る
「
布
暁
」
ま
た
は
「
染
坊
」
の
庖
主
に
損
害
を
及
ぼ
さ
な

「
染
坊
」
は
踊
布
の
註
文
主
で
あ
っ
て
、

い
と
い
う
規
定
が
あ
る
。

「
染
坊
」
と
蹄
布
業
と
は
分
離
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
示
し
て

い
る
。「
碑
刻
集
」
に
枚
め
ら
れ
た
碑
刻
も
、
臨
布
業
関
係
と
染
色
業
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闘
係
と
は
別
々
の
碑
刻
に
政
令
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
内
容
的
に
も
混

在
し
て
い
な
い
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
蹄
布
工
程
の
責
任
は
「
包
頭
」

が
摺
嘗
す
る
の
で
あ
り
、
作
業
場
は
集
合
的
な
作
業
場
を
も
ち
、
端

布
職
人
の
監
督

・
取
締
り
に
は
特
別
の
組
織
を
作
っ
て
お
り
、
作
業

形
態
お
よ
び
生
活
保
件
の
上
か
ら
も
、
染
色
業
と
禾
分
化
な
い
し
は

結
合
し
て
い
た
こ
と
は
考
L
え
ら
れ
な
い
。

蹄
布
過
程
は
染
色
過
程
に
連
績
し
た
仕
上
げ
工
程
で
あ
る
た
め
に

地
域
的
な
分
業
形
態
を
形
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
同

一
地
域
内
に
お
い
て
吐
曾
的
分
業
を
形
成
し

お
そ
く
と
も
明
末
に

は
踊
布
業
は
濁
立
の
産
業
部
門
と
し
て
・蘇
州
、
松
江
、
嘉
定
な
ど
主

要
な
棉
布
集
散
地
に
お
い
て
輩
展
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

- 27ー

蘇
州
の
蹄
布
業
の
歴
史
を
清
初
以
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
跡
ゃ
つ
け
る

こ
と
は
史
料
上
で
き
な
い
。

し
か
し
、
最
初
に
松
江
府
で
始
ま
っ
た

棉
繊
手
工
業
は
急
速
に
周
遊
地
域
に
波
及
し
、
明
代
の
中
期
以
降
に

は
蘇
州
府
下
の
諸
牒
で
盛
ん
と
な
り
、
清
代
に
入
つ
て
は
「
蘇
布
名

(
乾
隆
長
州
鯨
志
、
倉
一

O
、
風
俗
)
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
蘇
州
は
棉
布
生
産
お
よ
び
取
り
引
き
の
一
大
中
心
地
と
な
っ
た
。

稿
四
方
」

停
統
的
な
絹
織
物
産
地
と
し
て
の
性
格
の
上
に

更
に
棉
布
の
生

産
・
集
散
の
新
し
い
護
展
を
基
盤
と
し
て
染
色
業
も
非
常
に
震
展

帥

し
、
蔦
暦
年
聞
に
は
染
色
職
人
が
数
千
人
に
達
し
て
い
た
。
棉
布
生
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産
と
染
色
と
に
附
随
し
て
同

一
地
域
に
蹄
布
業
が
成
立
し
た
こ
と
は

上
述
の
松
江
府
や
燕
制
の
例
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
っ
て
、
蘇
州

で
も
、
清
初
、以
前
に
蹴
布
業
が
成
立
し
て

い
た
も
の
と
考
え
る
こ
と

が
許
さ
れ
よ
-フ
。

と
こ
ろ
で
、
蘇
州
に
お
い

て
蹴
布
業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
の
は
、
「
消

夏
閑
記
摘
抄
」
(
窓
下
、
李
制
蓋
治
呉
)
に
「
間
門
外
、
社
檀

・
蹄

坊
鱗
次
。
匠
以
激
高
計
」
と
述
べ

、
ま
た
、
李
街
の
上
奏
(
史
料
一
)

が
間
門
外
一
州
市
に
包
頭
三
四
O
徐
人
と
端
坊
四
五

O
徐
が
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
が

「
皇
朝
文
献
通
考
」

(
谷
二
三
、
職
役
考
)

は
務
正
九
年
の
記
事
と
し
て
蹴
布
作
業
場
が
四
百
徐
ケ
所
あ
っ
た
こ

と
を
報
じ
て
お
り
、
間
門
外
一
帯
に
四
百
前
後
の
臨
坊
が
開
設
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
蹄
布
業
は
閥
門
外
一
帯
の
地
域
に
集
中
し
て

(
省
二
ハ
)
が
「
布
坊

い
た
。
こ
の
地
域
は
、
「
乾
隆
長
州
鯨
志
」

各
施
倶
有
。
惟
闘
門
箆
盛
」
と
述
べ
、
更
に
、
他
の
箇
所
で
、

蘇
布
名
橋
四
方
。
習
是
者
在
闘
門
外
上
下
塘
。
調
之
字
腕
。
漂
布

・
染
布

・
者
布
・
行
布
各
有
其
人
。
一
字
放
数
十
家
頼
以
血
中
火
。

(
同
上
、
倉
一

O
)
 

と
述

へ
て
い
る
よ
う
に

「
字
蹴
」
と
よ
ば
れ
た
布
商
が
軒
を
列
べ

て
い
た
地
域
で
あ
る
。
そ
し
て
、
布
尚
の
棉
布
取
引
に
関
連
し
た
棉

布
加
工
業
お
よ
び
そ
の
他
の
附
嵐
業
務
が
集
合
し
、
布
商
の
商
業
活

動
に
依
存
し
て
営
業
を
行
っ
て
い
た
。
蹄
布
業
も
そ
の
一
つ

で
あ
っ

て
、
濁
立
の
祉
曾
的
分
業
を
形
成
し
て

い
る
と
は
い
え
、
布
商
に
依

存
し
、
布
商
の
下
請
け
業
務
と
し
て
存
在
し
た
。

蘇
州
間
門
内
外
の
布
尚
が
、
揚
子
江
デ
ル
タ
地
帯
の
棉
布
生
産

・

い
わ
ば
「
上
級
市
場
」
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
は
、

流
通
の
上
で
ョ

棉
布
の
最
終
的
な
仕
上
げ
加
工
が
こ
こ
で
行
わ
れ

そ
の
後
、
他
地

方
に
遠
距
離
貿
易
商
品
と
し
て
般
運
さ
れ
た
事
貫
か
ら
明
ら
か
で
あ

る
が
こ
の
間
の
市
場
閥
係
を
生
産
者
の
所
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
追

求
す
る
な
ら
ば
、
閤
門
の
布
商
の
商
業
上
の
地
位
が
明
ら
か
と
な

る
。
上
海
鯨
で
、
戚
堕
年
聞
に
、
棉
布
に
ウ
ド
ン
粉
を
塗
っ
て
品
質

を
ご
ま
か
す
悪
風
が
流
行
し
、
戚
盟
八
年
に
こ
れ
を
禁
止
す
る
政
令

を
出
し
た
。
そ
の
時
の
碑
刻
に
よ
る
と
、
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松
郡
潟
産
布
之
底
。
上
海
豚
各
郷
銀
人
家
。
織
成
布
匹
。
鈎
笹
謀
生
。

と
記
さ
れ
、
棉
布
生
産
者
は
郷
鎮
の
民
家
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
生
産

さ
れ
た
棉
布
が
、
ど
の
よ
う
な
市
場
に
入
り
こ
む
か
は
、
衣
の
記
事

に
よ
っ
て
判
断
し
う
る

震
此
示
稔
各
郷
鎖
布
庄
版
頁
人
等
。
嗣
後
傍
許
終
面
粉
塗
飾
布
上
。
其
布

行
・
布
続
。
傍
許
蚊
貿
粉
飾
之
布
。

こ
の
記
事
に
示
さ
れ
た
市
場
で
の
買
買
開
係
は
、
「
郷
一
鎮
布
庄
」
が



買
手
で
あ
り
、
買
手
は
「
布
行
」
ま
た
は
「
布
挽
」
で
あ
る
。
こ
の

南
者
の
取
引
が
成
立
す
る
場
所
が
市
場
で
あ
っ
て
、
「
郷
鎮
布
庄
」

が
ウ
ド
ン
粉
を
塗
っ
て
市
場
に
棉
布
を
出
し
た
た
め
、
市
場
は
粉
が

落
ち
て
「
満
地
如
泥
」
と
い
う
朕
態
に
な
っ
た
。
恐
ら
く
、

「
郷
鎮

布
庄
」
は
そ
の
地
域
の
生
産
者
か
ら
直
接
に
棉
布
を
買
付
け
て
市
場

(
省
三
)
に
、

に
も
た
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
道
光
元
和
唯
亭
士
山」

布
圧
在
唯
亭
東
市
。
各
魔
客
販
及
関
門
字
放
庖
。
皆
坐
圧
買
収

u

漂
染
倶

精。

と
あ
る
が
、
こ
の
「
布
圧
」
は
、
先
に
引
用
し
た
碑
刻
の
「
布
行
」

「
布
蹴
」
に
嘗
る
も
の
で
、
唯
亭
東
市
で
「
郷
鎮
布
庄
」
か
ら
棉
布

を
買
い
つ
け
、
そ
れ
を
関
門
の
布
商
に
も
た
ら
す
客
商
ま
た
は
「
字

蹴
」
の
出
庖
で
あ
っ
た
。
「
字
蹴
庖
」
に
も
た
ら
さ
れ
た
棉
布
は
、

「
字
鋭
庖
」
に
よ
っ
て
俵
終
的
な
加
工
が
施
こ
さ
れ
、
完
成
し
た
商

品
と
し
て
全
園
市
場
に
な
げ
だ
さ
れ
た
。
唯
一
亭
東
市
や
上
海
鯨
の
市

場
を
「
下
級
市
場
」

と
よ
ぶ
な
ら
ば
、
関
門
の
布
商
に
よ
る
取
引

は

「
上
級
市
場
」

と
よ
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
関
門
の
布
商
在

住
の
地
に
は
、
清
朝
中
期
頃
に
は

か
つ
て
名
産
地
と
し
て
名
前
を
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と
ど
ろ
か
せ
た
上
海
近
遺
産
出
の
「
三
棲
布
」
も
も
た
ら
さ
れ
、
「蘇

同

布
」
の
名
で
全
一
固
に
流
通
し
た
。
清
代
に
お
い
て
は
、
飲
州
は
揚
子

江
デ
ル
タ
一
帯
の
棉
布
生
産
地
の
上
級
市
場
に
な
っ
て
、
査
園
市
場

向
け
の
棉
布
を
集
中
し
、
じ
か
も
、
そ
れ
故
に
、
棉
布
の
最
終
的
な

生
産
(
仕
上
加
工
)
地
に
も
な
っ
た
わ
け
で
、
そ
の
よ
う
な
流
通

・

生
産
過
程
を
「
字
競
」
と
稽
さ
れ
る
布
商
が
掌
握
し
て
い
た
。

た
カ，こ

h の

数ぞ
のフ
上な
、、布
4商
相は

筆そ
;22 
上引
っの
て規
い姶

たも
莫
大
な
も
の
で
あ
て〉

康
照
三
二
年
碑
刻

に
名
前
を
連
ね
た
布
商
は
七
六
人
、
同
四

O
年
碑
刻
で
は
六
九
人

同
五
四
年
碑
刻
で
は
七
二
人
で
あ
っ
て
、
伺
れ
も
端
布
業
規
定
に
閥

す
る
官
憲
の
布
令
を
刻
し
た
碑
刻
の
末
尾
に
姓
名
を
連
ね
て

い
る
。

n
w
u
 

nL
 

康
照
年
聞
に
お
い
て
、
布
商
の
数
は
七

O
家
前
後
に
達
し
て
い
た
わ

け
で
あ
る
。
棉
布
取
引
の
蘇
州
に
お
け
る
産
業
上
の
地
位
、
布
商
の

経
済
力
、
更
に
人
数
の
貼
か
ら
い
っ
て
、
布
商
が
政
治
的
・枇
曾
的
・

経
済
的
に
極
め
て
有
力
な
階
層
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
は
容
易
に
推

定
さ
れ
よ
う
。
そ
の
中
で
も
新
安
出
身
の
布
商
が
有
力
で
あ
っ
た
こ

制

と
が
史
料
に
よ
っ
て
う
か
が
わ
れ
る
。

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
端
布
業
の
成
立
、
護
展
が
生
産
地
を
ヒ

ン
タ
l
ラ
ン
ド
と
し
た
蘇
州
布
商
の
興
隆

・
遊
展
に
随
伴
し
、
こ
れ

を
前
提
篠
件
と
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
次
に
問
題
で
あ
る
布

商
と
踊
布
業
と
が
ど
の
よ
う
な
闘
係
を
作
り
あ
げ
て
い
た
か
と
い
う
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こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
包
頑
の
機
能
と
附
布
職
人
の
性
格
を
考
え

た
際
に
断
片
的
に
鯛
れ
た
が
、
問
題
黙
の
み
を
整
理
し
て
明
ら
か
に

し
た
い
。

先
に
包
鋭
の
機
能
を
分
析
し
た
際
、
包
頭
は
附
布
請
負
の
獄
占
仙
仰

を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
布
商
自
身

が
蹴
布
業
を
側
脱
営
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
川
明
ら
か
で
あ
る
。
康
照

五
九
年
に
蹴
布
職
人
の
監
督
強
化
の
た
め
「
坊
総
制
」
が
質
施
さ
れ
、

同

そ
の
政
令
が
碑
刻
に
公
示
さ
れ
た
。
こ
の
碑
刻
に
は
、
布
尚
四
三
名

に
な
ら
ん
で
坊
線
二
一
人
、
甲
長
二
二
人
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
坊

総
は
包
頭
中
の
「
老
誠
練
達
者
」
で
あ
り
、
甲
長
は
月
首
悉
の
包
頭

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
碑
刻
に
は
包
頭
三
二
名
が
姓
名
を
刻
し
た
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
ら
の
包
頭
の
姓
名
は
、
こ
の
同
じ
碑
刻
中
の
布
商
の

同

中
に
見
出
せ
な
い
の
は
勿
論
の
こ
と
、
康
照
五
四
年
碑
刻
に
表
わ
れ

帥

る
七
二
人
の
布
目向
、
同
四

O
年
碑
刻
に
名
を
連
ね
る
六
九
人
の
布

同

商
、
お
よ
び
、
同
三
二
年
碑
刻
に
見
え
る
七
六
人
の
布
商
中
に
も
、

一
名
も
同
姓
同
名
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
れ
ら
の
碑
刻

は
年
代
的
に
近
接
し
て
い
る
の
で
、
も
し
布
商
で
包
頭
を
粂
ね
る
場

合
が
あ
れ
ば
、
同
じ
姓
名
が
見
出
さ
れ
る
可
能
性
が
多
い
。
し
か
し
、

そ
れ
が
護
見
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
布
商
、
が
包
頭
を
粂
務
す
る
こ

と
も
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
先
述
の
よ
-
フ
な
包
闘
の
三
つ
の
機

能
か
ら
考
え
て
も
、
布

-M
が
蹴
布
業
を
直
接
経
営
し
た
り
、
あ
る
い

は
、
包
頭
と
レ
う
立
場
で
蹄
布
業
を
組
織
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
か

っ
た
。
も
と
も
と
棉
布
生
産
に
お
い
て
は
、
仕
上
げ
工
程
か
ら
生
み

出
さ
れ
る
剰
歓
岡
田
値
は
、
準
備

・
織
布
の
工
程
と
比
較
す
る
と
僅
少

同

な
の
で
あ
り
、
特
に
、
蘇
州
の
よ
う
に
、
過
剰
削
労
働
力
が
豊
富
に
流

入
し
て
栄
一
る
場
合
に
は
、
包
頭
の
存
在
と
役
割
を
容
認
し
、

包
頭
制

を
維
持
、
強
化
す
る
こ
と
の
方
が
、
布
商
の
利
益
を
よ
り
高
め
る
賢

明
な
方
法
で
あ
っ
た
。
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布
商
に
と

っ
て
の
最
大
開
心
事
は
、
開
布
加
工
の
コ
ス
ト
を
い
か

に
し
て
最
低
に
止
め
う
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

利
潤
を
最
大

限
に
引
き
出
す
た
め
に
、
布
商
は
祉
曾
的

・
政
治
的
傑
件
、

即
ち
、

経
済
外
的
強
制
を
徹
底
的
に
利
用
し
、
包
頭
お
よ
び
蹄
布
職
人
を
規

制
し
た
。
布
市
問
は
、
端
布
業
規
制
の
た
め
に
二
つ
の
ポ
リ
シ
ー
を
同

時
に
質
施
し
た
。

そ
の
一
つ
は
、
包
頭
に
謝
す
る
規
制
で
あ
っ
て
、
官
話
の
機
力
を

援
用
し
て
、

一
方
で
は
包
顕
に
蹴
布
請
負
の
調
占
植
を
附
自
問
す
る
と

共
に
、

そ
の
封
償
と
し
て
蹴
布
請
負
の
全
責
任
を
お
わ
せ
て
蹄
布
過

程
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
損
害
を
避
け
た
こ
と
は
先
に
指
摘
し
た
。
布



商
が
包
頭
の
濁
占
櫨
を
擁
護
す
る
の
は
、
布
商
自
身
の
利
盆
が
保
註

さ
れ
る
範
圏
内
で
あ
っ
て
、
布
商
自
身
の
利
盆
は
ぬ
け
め
な
く
留
保

し
て
い
た
。
嘉
慶
二
五
年
に
、
包
頭
が
連
合
し
℃
請
負
の
縄
張
り
を

帥

き
め
、
衣
い
で
遵
光
二
一
年
に
は
、
米
慣
が
高
騰
し
た
こ
と
を
理
由

h
w
 

と
し
て
布
商
に
前
借
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
に
謝
し
て
布
商
は

断
固
と
し
て
反
封
し
、
迭
に
官
憲
の
命
に
よ
っ
て
雨
者
と
も
禁
止
さ

れ
た
。
こ
の
結
果
、
「
聴
膿
揮
坊
護
端
。揮
其
端
踏
光
明
。」
と
い
う
決

断
が
下
さ
れ
、
遭
光
一
二
年
と
一
四
年
の
二
回
に
わ
た
っ
て
布
商
の

偶

蹄

包
頭
選
揮
の
自
由
が
宣
言
さ
れ
た
。
道
光
一
四
年
の
政
令
に
表
わ
れ

た
論
理
か
ら
、
布
商
と
包
頭
と
の
相
互
関
係
を
端
的
に
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
る

6

即
ち

旦
査
坊
戸
向
貌
撹
蹴
布
匹
。
是
猫
佃
戸
向
業
撹
種
田
畝
。

佃
戸
掘
欠
租

将。
A

円
得
退
佃
別
召
。
坊
匠
蹴
不
光
明
。
宣
覚
不
能
更
換
。

布
商
と
包
頭
と
の
聞
に
、
地
主
制
下
に
お
け
る
地
主
と
小
作
人
と
の

開
係
が
類
比
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
相
互
依
存
闘
係
と
併
存
し

て、
・
明
白
な
支
配
・
従
属
闘
係
の
論
理
が
貫
い
て
い
た
。

し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
支
配
・
従
属
闘
係
は
、
・蹄
布
契
約
を
め
ぐ

る
個
々
の
布
商
と
包
頭
と
の
聞
に
成
立
し
た
だ
け
で
は
な
い
。
む
し
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ろ
、
個
々
の
布
商
が
包
頭
を
支
配
す
る
前
提
と
し
て

布
調
査
瞳
が

包
頭
全
瞳
を
支
配
し
て
い
る
鰻
制
が
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ

帥

ば
な
ら
な
い
。
遭
光
一
四
年
碑
刻
は
、

蹄査
。坊

戸
領
端
布
疋

，吉
開
業、

互
保

湾
立
承
撹
交
続
。
然
後
立
折
領

と
布
商
が
包
頭
と
蹄
布
請
負
契
約
を
結
ぶ
時
の
手
績
き
に
つ
い
て
記

し
て
い
る
。

包
頭
は
同
業
者
の
保
詮
が
な
け
れ
ば
請
負
契
約
を
結

ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
@

「
同
業
互
保
」
が
同
業
者
全
員
の
保
謹

を
意
味
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
開
業
組
合
の
保
護
を
意
味
す
る
の

か
、
ま
た
は
、
数
人
の
同
業
者
の
保
護
で
十
分
で
あ
っ
た
の
か
、
詳
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細
な
貼
は
不
明
で
あ
り
、
保
護
の
内
容
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
と
も

か
く
、
同
業
者
の
連
帯
責
任
に
お
い
て
臨
布
契
約
の
完
全
な
遂
行
が

保
護
さ
れ
た
上
で
、
個
々
の
布
商
と
包
頭
が
契
約
を
取
り
結
ん
だ
わ

け
で
あ
る
。
布
商
は
全
瞳
と
し
て
包
頭
全
韓
を
規
制
し
て
お
り
、
包

頭
金
曜
を
支
配
す
る
こ
と
は
、

と
り
も
な
お
さ
ず
鵬
布
業
全
憧
の
支

配
を
意
味
し
た
。
以
上
の
よ
う
な
布
商
と
包
頭
と
の
閥
係
が
、
常
に

官
憲
の
権
力
を
パ

ッ
ク
に
し
て
維
持
さ
れ
た
こ
と
は
改
め
て
指
摘
す

る
ま
で
も
な
い
が
、
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

布
商
が
用
い
た
ポ
リ
シ
ー
の
他
の
一
つ
は
、
開
布
コ
ス
ト
の
最
低

を
維
持
す
る
た
め
に
行
っ
た
封
策
で
あ
る
。
布
商
の
唯
一
の
閥
心
事



4臼

で
あ
る
蹄
布
加
工
賃
の
問
題
は
、
最
初
か
ら
金
額
が
官
憲
の
名
に
お

い
て
規
定
さ
れ
、
官
憲
の
許
可
な
く
し
て
値
上
げ
は
貫
現
で
き
な
か

っ
た
。
加
工
賃
と
密
接
な
閥
係
の
あ
る
職
人
の
主
な
支
出
部
分
、
卸

ち
、
包
頭
に
封
す
る
生
活
費
の
支
梯
い
額
も
「
工
債
有
例
。
食
用
有

係
」
と
政
治
的
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
包
頭
が
賃
借
り
し
て

い
た
生
産
手
段
の
借
料
〈
賃
石
租

・
房
金
〉
も
政
令
に
よ
っ
て
き
ま

っ
て
い
ヤ
他
方
、
加
工
賃
の
値
上
げ
を
要
求
す
る
職
人
の
動
き
を

抑
座
す
る
た
め
に
は
全
面
的
に
官
憲
の
機
力
を
援
用
し
、
包
頭
を
利

用
し
て
治
安
維
持
の
名
の
下
に
苛
酷
な
強
座
髄
制
を
貫
施
し
た
の
で

あ
る
。

布
商
は
清
代
を
通
じ
て
臨
布
業
を
支
配
し
た
が

そ
の
支
配
は
布

商
自
身
の
経
済
力
だ
け
に
よ
る
支
配
で
も
な
く
、
ま
た
、
布
商
連
合
に

よ
る
ギ
ル
ド
的
支
配
そ
の
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
官
憲
の
権
力
を
露

骨
に
利
用
し
て
包
頭
お
よ
び
蹄
布
職
人
に
封
す
る
支
配
を
維
持
し

そ
れ
に
よ
っ
て
端
布
業
全
挫
の
支
配
を
質
現
し
た
。
布
商
と
政
治
権

力
と
の
こ
の
よ
う
な
密
接
な
結
合
は
、
清
代
の
華
や
か
な
商
業
活
動

の
展
開
を
考
え
る
上
で
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
、
少

く
と
も
蹄
布
業
に
川
お
い
て
布
商
が
支
配
力
を
持
ち
得
た
重
要
な
支
柱

'

で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

五

あ

と

が

き

臨
布
加
工
過
程
に
お
け
る
生
産
闘
係
の
上
で
、
蹄
布
業
の
二
つ
の

特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
は
蹄
布
業
の
性
格
に
闘
す

る
も
の
で
あ
る
。
蹄
布
業
が
商
品
生
'歪
で
あ
っ
た
限
り
、
そ
の
生
産

関
係
の
中
に
、
競
苧
が
存
在
し
た
こ
と
は
事
質
で
あ
る
。
布
商
は
よ

り
能
率
的
で

よ
り
優
れ
た
加
工
を
行
う
包
頭
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
原
則
が
あ
り

包
頭
も
よ
り
優
れ
た
能
力
を
も
っ
た
職
人

ま
た

を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
競
争
は
、
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包
頭
の
端
布
請
負
濁
占
を
中
核
と
し
た
生
産
関
係
会
}
前
提
と
し
た
も

の
で
あ
っ
て
、
極
め
て
制
限
さ
れ
た
も
の
に
し
か
す
ぎ
な
か
っ
た
。

資
本
、
経
営
、
努
働
の
と
の
面
に
お
い
て
も
「
自
由
」
は
見
出
す
こ

と
が
で
き
な
い
。
特
に
、
経
営
全
瞳
に
封
す
る
各
種
の
制
限
が
、
布

商
の
利
盆
擁
護
の
た
め
に
園
家
権
力
が
量
動
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
重

要
な
特
徴
で
あ
っ
て
、
企
業
の
自
由
が
、
機
力
に
よ
っ
て
阻
害
さ
れ

て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
二
は
経
営
形
態
に
闘
す
る
問
題
で
あ
る
。
本
文
で
論
誼
し
た

遇
り
、
包
頭
は
、
臨
布
請
負
、
労
働
諸
手
段
の
準
備
、
労
働
力
の
確

保
と
い
う
三
つ
の
機
能
を
統
一
し
た
人
格
で
あ
っ
て
、
蹄
布
業
の
カ



ナ
メ
に
な
っ
た
。
別
の
表
現
を
用
う
れ
ば
、
包
頭
は
努
働
手
段
、
生

産
資
料
、
労
働
力
の
三
者
を
結
合
さ
す
組
織
者
で
あ
り
、
し
か
も
、

そ
れ
ら
三
者
に
謝
し
て
仲
介
入
と
し
て
の
立
場
を
も
っ
て
い
た
。
こ

の
よ
う
な
経
営
形
態
に
ど
の
よ
う
な
概
念
を
適
用
し
う
る
か
。
集
中

的
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
の
概
念
が
首
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
は
再
論

す
る
ま
で
も
な
い
。
全
漢
章
氏
は
「
務
正
株
批
論
旨
」
お
よ
び
「
皇

朝
文
献
遁
考
」
の
踊
布
業
に
闘
す
る
記
載
に
基
い
て
、
臨
布
業
の
経

営
形
態
は
家
内
手
工
業
制
度
が
聾
展
し
た
結
果
生
れ
た
形
態
で
あ
る

伺

と
の
べ
て
い
る
。
即
ち
、
家
内
手
工
業
に
あ
っ
て
は
、
生
産
者
が
自

身
で
作
業
場
と
生
産
手
段
を
準
備
す
る
の
で
あ
る
が
、
踊
布
業
の
よ

う
に
固
定
資
本
が
大
き
な
も
の
は
生
産
者
が
自
身
で
そ
れ
ら
を
設
備

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
包
頭
の
「
投
資
開
設
」
に
頼
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
、
端
布
設
備
は
本
来
は
生
産
者
自
身
が
設
備
す
べ
き
も

の
で
、
従
っ
て
、
職
人
は
毎
月
設
備
の
借
代
(
「
租
金
」
)
を
支
梯
つ

と
い
う
の
で
あ
る
。
本
文
で
考
謹
し
た
よ
う
に
、

で
い
る
、

「
薙
正

(
史
料
一
〉
記
載
の
「
房
租
家
伏
之
費
」
は
生
産
手
段

の
借
代
で
は
な
い
の
で
、
全
漢
章
氏
が
、
職
人
は
設
備
の
借
代
を
包

頭
に
支
掛
う
と
い
っ
て
お
ら
れ
る
黙
は
問
題
が
あ
る
。
し
か
し
、
同

株
批
論
旨
」

465 

数
授
が
職
人
が
集
合
的
に
一
作
業
場
内
で
就
業
し
て
い
る
と
い
う
外

見
的
な
形
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
家
内
手
工
業
制
の
進
歩
し
た
一
形
態

と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
貼
は
、
誠
に
示
唆
に
富
む
意
見
で
あ
る
。

確
に
、
職
人
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
生
産
手
段
と
加
工
材
料
と
の
提

供
を
う
け
て
出
来
高
掛
い
で
就
業
し
て
い
る
わ
け
で
、
こ
の
形
だ
け

で
い
え
ば
前
貸
制
の
問
屋
制
家
内
手
工
業
と
同
一
で
あ
っ
て

ー寸

端

坊
」
す
な
わ
ち
作
業
場
は
家
内
手
工
業
者
が
集
合
し
た
共
同
作
業
場

し
か
し
、
問
屋
制
家
内
手
工
業
に
お
い
て
は
、
前
貸
制

で
あ
っ
た
。

を
と
る
に
し
ろ
と
ら
な
い
に
し
ろ
、
問
屋
と
家
内
手
工
業
者
と
は
直

接
の
閥
係
を
も
つ
の
で
あ
っ
て
、

手
工
業
の
組
織
者
は
問
屋
で
あ

- 33一

る
。
鵬
布
業
に
お
い
て
包
頭
が
仲
介
的
組
織
者
と
し
て
蹄
布
業
の
生

産
諸
手
段
を
組
織
し
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
踊
布
業
経
営
に

問
屋
制
家
内
工
業
の
概
念
を
適
用
す
る
こ
と
は
蹄
布
業
の
特
徴
を
誤

解
に
導
く
お
そ
れ
が
多
い
。
労
働
様
式
の
上
で
は
蹄
布
業
は
包
頭
制

で
あ
り

た
だ
包
頭
が
労
働
手
段
を
前
貸
し
し
て
い
る
貼
で
、
機
械

制
工
業
に
従
属
し
た
労
働
請
負
制
(
把
頭
制
)
と
歴
史
的
な
相
違
性

を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
努
働
様
式
と
布
商
と
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に

あ
る
か
と
い
う
こ
と
が
生
産
様
式
を
規
定
す
る
問
題
で
あ
る
。
包
頭

は
原
料
の
仕
入
市
場
お
よ
び
製
品
の
販
費
市
場
か
ら
遮
断
さ
れ
て
い

て
、
生
産
上
の
濁
立
性
は
な
く

い
わ
ば
労
働
監
督
と
加
工
請
負
の
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経
済
的
役
割
に
限
定
さ
れ
た
位
置
に
あ
り、

そ
の
意
味
で
布
商
に
封

し
て
本
来
的
に
従
属
し
て
い
る
。
ま
た
、
臨
布
工
程
は
仕
上
げ
工
程

の
一
部
に
し
か
す
ぎ
ず
、
こ
の
工
程
で
の
附
加
債
値
は
全
債
値
の
中

極
め
て
少
い
部
分
に
し
か
首
ら
ず
、
こ
の
工
程
か
ら
の
剰
徐
慣
値
蓄

積
は
蹄
布
業
資
本
の
自
立
を
保
護
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ

う
な
位
置
を
占
め
る
蹄
布
業
は
樹
立
し
た
企
業
車
位
と
し
て
存
在
せ

ず
、
布
商
(
商
業
資
本
)
の
附
属
的
な
外
業
部
と
し
て
生
産
上
の
位

置
を
占
め
た
。

側 ω)側側(36)陶(34)似)ω¥31)(:ωω)側註

消
夏
閑
記
鏑
抄
、
谷
下
、

李
制
喜
一治
央
。

設
側
碑
刻
。

E
j
p
u。

正
"出向
円
引
V
念
Hm

註川
w
m昨
刻
。

註
川
柳
刻
。

楓
迎
小
志
、
谷
一

O
、
拾
遺
所
引
「
天
問
団
鍛
」
。

註
側
碑
刻
。

註
仰
碍
刻
。

海
正
時
時
批
論
旨
、
続
正
元
年
五
月
二
四
日
、
何
天
地
の
上
突
。

光
緒
霊
修
嘉
普
勝
志
、
谷
三
五
。

註
刷
碑
刻
。

註
仰
稗
刻
。

長
元
英
三
勝
規
定
各
布
腕
給
竣
端
布
工
領
統
以
陳
卒
九
八
免
九
六
色
銀

。可申時制司 (44)臼場制司刷

給
坊
卸
以
所
領
之
銀
毎
雨
給
匠
九
銭
五
分
聴
其
自
行
換
銭
徐
銀
留
盛岡添

留
家
伏
之
用
各
端
戸
如
再
滋
事
定
従
般
篤
碑
記
(
「
碑
刻
集
」
所
政
)
。

註
仙
碑
刻
。

註

ω碑
刻
。

註
問
拙
稿
で
詳
論
。

註
側
碑
刻
。

註
削
拙
稿
K
詳
論
。

同
右
。

(48) 

抗措
正
七
年
の
李
術
の
上
爽
(
務
正
珠
批
論
旨
)
に
「
其
在
磁
定
者
則
有

王
朝
。
亦
係
江
町
匠
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

叫
附
布
業
が
染
色
業
か
ら
分
離
し
た
本
質
的
な
原
因
は
、
雨
者
の
問
の
技

術
上
の
、
卸
ち
労
働
の
性
質
上
で
の
板
本
的
な
相
違
に
あ
っ
た
。
腕
布

業
の
作
業
技
術
に
つ
い
て
は
「
木
綿
諮
」
に
記
述
が
あ
り
、

ζ

れ
は
宮

崎
市
定
数
授
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
(
同
教
授
前
掲
論
文
)
。
そ
の
欣
態

を
示
す
闘
は
「
御
題
綿
花
園
」
や

』0
7
口
問
。
口
門
可
。
『
ミ
の
=
(
U
Y
吉
田
=

(
同
∞
叶
∞
)
に
見
え
、
上
般
を
木
枠
に
よ
っ
て
支
え
、
足
で
凶
字
形
の
石

の
雨
端
を
踏
む
だ
け
が
必
要
な
動
作
で
あ
る
。

そ
れ
に
反
し
て
、
染
色
業
は
笛
時
高
度
に
夜
連
し
、
染
色
の
麗
類
も

多
く
、
か
っ
、
部
類
に
よ
っ
て
専
門
化
し
て
い
た
。

「
木
綿
諮
」
は
、

街
時
の
松
江
府
に
お
い
て
、
藍
染
専
門
の

「
墜
坊
」
、
紅
色
染
専
門
の

「
紅
坊
」
、
漂
白
を
行
う
「
漂
坊
」
、
そ
の
他
賞
、
緑
、
黒
な
ど
の
染
色

-34-

を
行
う
「
雑
色
坊
」
に
分
れ
、
そ
れ
以
外
に
、
花
、
人
物
、
動
物
な
ど

を
種
々
の
色
で
染
め
る
専
門
屈
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
従
っ

て
、
染
色
技
術
は
相
滋
の
熟
練
を
要
す
る
も
の
で
、
職
人
は
長
年
間
の
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紛)帥

徒
弟
の
時
期
を
経
た
後
、
は
じ
め
て
一
人
前
に
な
り
え
た
。
同
治
九
年

四
月
二
八
自
に
掘
削
紹
公
所
が
蘇
州
に
建
立
し
た
「
蘇
州
晩
布
染
司
同
業

章
渥
碑
」
(
「
碑
刻
集
」
所
収
)
に
よ
れ
ば
、
徒
弟
は
三
年
間
の
訓
練
を
経

た
後
、
一
人
前
の
給
料
を
支
給
さ
れ
る
ζ

と
に
な
っ
て
い
る
。

註
削
碑
刻
。

首
同
暦
二
九
年
に
蘇
州
で
愛
生
し
た
い
わ
ゆ
る
「
織
傭
の
嬰
」
(
詳
細
は

拙
稿
「
中
園
に
お
け
る
手
工
業
労
働
者
の
措
置
展
と
役
割
」
歴
史
家
研

究
、
二
ハ

O
腕
参
照
)
の
際
に
曹
時
璃
の
お
こ
な
っ
た
上
奏
(
静
宗
貫

録
、
谷
三
六
一
)
。

上
海
豚
禁
止
各
郷
販
布
人
終
面
粉
塗
布
井
布
行
披
枚
買
粉
布
碑
(
「
碑

刻
集
」
所
紋
)
。

濯
演
俊
布
衣
被
天
下
。
良
買
頼
以
此
起
家
。
張
少
司
馬
未
貴
前
。
太
翁

己
致
笛
累
臣
蔵
。
五
更
鋒
灯
。
枚
布
匹
。
運
笹
関
門
。
毎
匹
可
瓢
五
十

文
。

計
一
長
得
五
十
金
。
所
調
鶏
鳴
布
也
(
三
異
筆
談
、
各
三
、
布

利
。
侍
衣
凌
「
論
明
清
時
代
的
綿
布
字
続
」
光
明
日
報
、
一
九
五
六
年

八
月
一
六
日
、
史
筆
第
八
九
鋭
、
所
引
)
。

同
右
、
お
よ
び
侍
衣
凌
同
右
論
文
所
引
の
新
安
商
人
証
氏
に
関
す
る
記

事。康
照
九
年
の
蹴
布
加
工
賃
お
よ
び
包
頭
の
濁
占
機
と
責
任
に
つ
い
て
規

定
し
た
政
令
の
碑
刻
(
註
刷
碑
刻
)
の
末
尾
花
近
く
、
「
気
此
勧
議

徽
商
布
庖
端
布
工
匠
人
等
知
悉
・
・
・
」
と
あ
る
と
乙
ろ
よ
り
見
れ
ば
、

ζ

の
碑
刻
に
名
を
連
ね
た
二
一
人
の
布
商
は
新
安
商
人
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
包
頭
の
活
動
を
規
制
し
た
道
光
一
二
年
碑
刻

(註
削
碑
刻
)
、
道
光
一
四
年
碑
刻
(
註
例
碑
刻
)
は
、
雨
者
と
も
「
新

4S0 事由帥制

59)倒師側)伺

安
曾
館
」
の
名
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
て
い
る
。

「
新
安
禽
館
」
の
名
に

お
い
て
建
立
し
た
碑
刻
が
全
布
商
の
名
に
代
る
ほ
ど
の
賞
際
的
な
威
力

を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

註
仰
碑
刻
。

奉
欽
差
部
堂
督
撫
各
憲
躯
逐
繍
染
流
混
禁
碑
(
「
碑
刻
集
」
所
収
)
。

註
側
碑
刻
。

註
附
碑
刻
。

日
本
の
縞
木
綿
手
工
業
に
お
い
て
は
、
作
業
段
階
を
準
備
、
製
織
、
仕

上
の
三
行
程
に
分
け
る
と
、
労
働
者
の
配
分
は
三
人
、
五
人
、
二
人

と
な
る
(
手
島
正
毅
「
日
本
の
マ
ニ
ユ
研
究
に
お
け
る
基
本
的
諮
問
題

ー
ー
古
典
的
マ
ニ
理
論
の
適
用
に
つ
い
て
|
|
」
歴
史
摩
研
究
、
二

三
O
腕
)
。

註
帥
碑
刻
。

同
右
。

同
右
、
お
よ
び
、
註
仙
碑
刻
。

註
帥
碑
刻
。

同
布
。

史
料
八
碑
刻
。
本
論
(
上
)
=
九
頁
所
引
。

全
漢
章
「
鴻
片
戟
宇
前
江
蘇
的
棉
紡
織
業
」

-35-

(的(的(悌 (ω(紛 側 側 )

(
清
撃
事
報
、

一
の
三
)

附
記

ζ

の
論
考
は
、
今
堀
誠
二
数
授
を
中
心
と
し
て
構
成
し
て
い
る
中
園
近
代
史

研
究
グ
ル
ー
プ
の
、
昭
和
三
四
年
度
文
部
省
科
察
研
究
費
の
受
給
に
よ
る
共

同
研
究
の
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。


